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支える人のひとりに
道南・田中　優
「大人になったら、こんなボランティアをしてみたい。」と思ったのは、去年の秋に私が住んでいる町の文化祭に行ってからです。
文化祭では、展示コーナーでぼ金活動が行われていました。気になって近づくと母の知り合いの方がぼ金を呼びかけていて、私にもぼ金についての説明をわかりやすくしてくださいました。話を聞いていくと、このぼ金の一部が「巴寮」という施設の運営につかわれていることがわかりました。巴寮とは、刑期を終え、出所した後に身の寄せどころのない人のため、住まいや食事、職業相談など社会復帰を支援する施設です。私は、今まで巴寮のような施設があることを知りませんでした。
もし、このような施設がなかったら犯罪をして反省している人はとても心細くて、つらいはずです。その人達や社会にとっても重要だと思いました。そこで私も少しでも力になれるようにぼ金をしました。家に帰ってから、もっと巴寮について知りたくなったため、もう一度調べてみました。すると、新しく二つのことがわかりました。一つ目は、巴寮のような施設を更生保護施設といい、更生保護施設は１０３施設あるということです。私はこのことを知って、とてもうれしく思いました。なぜなら、１０３もあるということは、犯罪をして反省している人を「支えたい。」と思う人がたくさんいるということだからです。二つ目は、「更生保護女性会」という犯罪や非行を防止する呼びかけをしたり、犯罪をした人や非行のある少年の更生に協力するボランティア団体があるということです。私にぼ金の説明をしてくれた母の知り合いの方も、更生保護女性会の一員だったのです。私は、更生保護女性会という団体がとてもすばらしいと思いました。いろいろな人が犯罪をして反省している人を支えたいと思い協力して活動しているのです。

これらのことから、犯罪をして反省している人などを「支えている人」がたくさんいることがわかりました。私も大人になったら更生保護女性会のようなボランティアをしてみたいと思いました。そのために今からぼ金に協力したり、機会があれば更生保護のことを伝えたりして一歩、一歩支える人のひとりになれるようにがんばります。みんなで支え合い明るい社会にしましょう。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催


第６７回“社会を明るくする運動”作文コンテスト








